
…  が点Ａで交わっている。また， 直線   と y軸との交点を
Ｂとし， 線分ＡＢ上に x座標が a である点Ｐをとる。 点Ｐを
通り y軸と平行な直線と直線   との交点をＱとするとき，次
の問いに答えなさい。

右の図のように，２直線 y＝ １
２

x＋２…  ，y＝－ x＋８… 

 が点Ａで交わっている。また，直線   ，  と x軸の交点をそ
れぞれＢ，Ｃとするとき，次の問いに答えなさい。

１０点×３

①　点Ａ，Ｂの座標をそれぞれ求めなさい。

②　△ＡＢＣの面積を求めなさい。

右の図のように，２直線 y＝ １
２

x＋５…  ，y＝－ x＋８… 

 が点Ａで交わっている。また，２直線   ，  と x軸の交点を
Ｂ，Ｃとするとき，次の問いに答えなさい。

①　点Ａ，Ｂの座標をそれぞれ求めなさい。

②　次の点を通り，△ＡＢＣの面積を 2等分する直線の式を求めなさい。

1）　点Ａ 2）　点Ｃ

①　a＝4のとき，線分ＰＱの長さを求めなさい。

②　線分ＰＱの長さを a の式で表しなさい。

③　線分ＰＱの長さが 3のとき，△ＡＰＱの面積を求めなさい。

①
Ａ （　　　　 ，　　　　 ）

Ｂ （　　　　 ，　　　　 ）

②

１０点×４

①
Ａ （　　　　 ，　　　　 ）

Ｂ （　　　　 ，　　　　 ）

②
1）  

②

１０点×３

①

③

2）  

右の図のように，２直線 y＝－ １
２

x＋８…  ， y＝ x－４

Ｃ（8，0）だから，△ＡＢＣ＝ 
1
2

 ×ＢＣ×（点Ａの y座標）

 を  に代入して，
1
2

x＋5 ＝－ x＋8，x＝2

x＝2を  に代入して，y＝6　よって，Ａ（2，6）

y＝0を  に代入して，0＝ 
1
2

x＋5，x＝－10

よって，Ｂ（－10，0）

Ｃ（8，0）だから，ＢＣの中点をＭとすると，

　Ｍ（ 
2

－10＋8
 ，0 ）＝（－1，0）

直線ＡＭを y＝ ax＋ b とすると，

　a＝ 
2－（－1）

6－0
 ＝2

y＝2x＋ b はＭを通るから，

　0＝2×（－1）＋ b，b＝2

ＡＢの中点をＮとすると，

　Ｎ（ 
2

2＋（－10）
 ，

2
6＋0

 ）＝（－4，3）

直線ＣＮを y＝ ax＋ b とすると，

　a＝ 
8－（－4）

0－3
 ＝－ 

1
4

 ，y＝－ 
1
4

x＋ b

はＣを通るから，0＝－ 
1
4

 ×8＋ b

Ｐ（4，6），Ｑ（4，0）だから，6－0＝6

x＝8を  に代入して，y＝4　よって，Ａ（8，4）

また，  ，  より，－ 
1
2

x＋8＝ x－4，x＝8

　△ＡＰＱ＝ 
1
2

 ×ＰＱ×（点Ａと点Ｐの x座標の差）
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－4 0

2 6
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y＝2x＋2

y＝－ 
1
4

x＋2

3

6

 を  に代入して，
1
2

 x＋2＝－ x＋8，x＝4

x＝4を  に代入して，y＝4　よって，Ａ（4，4）

y＝0を  に代入して，0＝ 
1
2

 x＋2，x＝－4　よって，Ｂ（－4，0）

＝ 
1
2

 ×12×4＝24

－ 
3
2

a＋12＝3より，a＝6　よって，Ｐ（6，5）

　△ＡＰＱ＝ 
1
2

 ×3×（8－6）＝3

－ 
1
2

a＋8－（a－4）＝－ 
3
2

a＋12

b＝2

－ 
3
2

a＋12


